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議題（３） 

今後の進め方 
  

1/2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハード対策 

浸水想定情報の公表 
 想定し得る最⼤規模降⾬による洪⽔浸

⽔想定区域図、氾濫シミュレーションの
普及・啓発 

洪水時のリアルタイム情報の
提供 

⑤⾬量・⽔位等の観測データ及び洪
⽔時の状況を把握・伝達するため
の施設の整備 

（緊急点検を踏まえた簡易型河川
監視カメラ増設） 

排水計画 
 洪⽔浸⽔想定区域内の自然

勾配を踏まえた排⽔の検討
等を⾏い、⼤規模⽔害を想定
した排⽔作業準備計画（案）
を作成 

排水訓練 
 排⽔作業準備計画（案）に基

づく排⽔実働訓練の実施 

（１）円滑かつ迅速な避難⾏動の取組 
（２）洪水氾濫による被害の

軽減及び避難時間の確
保のための水防活動等
の取組 

（３）一刻も早い生活再建及び社
会経済活動の回復を 
可能とする排水活動及び施
設運用強化の取組 

「逃げ遅れゼロ」 「社会経済被害の最小化」 

避難訓練・避難体制 

  地域の自主的な避難につながる避難訓練等の防災訓練の実施 
 集団避難の誘導者の指定・育成 

施設運用強化 
 ダムの容量を最⼤限活⽤する

防災操作の検討 

平成 30 年度実施のアンケート分析結果及び緊急⾏動計画の改定を勘案した取組フロー 

水防団・水防体制 
 自治体、地域住⺠、⽔防団等と洪⽔に

対してリスクが高い区間（重要⽔防
箇所等）の共同点検を実施 

 ⽔防団等への連絡体制の確認と伝達
訓練の実施 

 ⽔防団同士の連絡体制確保 
 関係機関と連携した⽔防訓練実施 
 ⽔防活動の担い⼿となる⽔防協⼒団

体の募集・指定を促進 

資材・機材・施設 
⑥堤防等の復旧を効率的に⾏

うための⽔防拠点や堤防天
端上の⾞両交換場所の整備
促進 

⑦⽔防資機材の配備 
⑧排⽔ポンプ⾞等災害対策⾞

両の配備 
⑨市町村庁舎や災害拠点病院

等の機能確保のための対策
の充実 

⑩樋管の確実な運⽤体制の確
保 

避難計画 

 想定し得る最⼤規模降⾬による洪⽔浸
⽔想定区域に基づく、洪⽔ハザードマッ
プの策定・周知 

⑭避難勧告の発令等に着目したタイムラ
イン（防災⾏動計画）の関連機関との連
携状況や訓練の実施等を踏まえた精度
向上 

⑮広域避難計画の策定 
⑯緊急避難場所の確保 
⑱要配慮者利⽤施設における避難確保計

画の作成。避難訓練の実施。 

洪水防御施設整備 

②優先的に実施する堤防整備
（流下能⼒対策） 

③樹木伐採、河道掘削 
④⽔害の発生に対するリスク

が高い堤防の裏法尻補強、堤
防天端保護 

洪水時のリアルタイム情報の提供 
⑪リアルタイムの情報提供やプッシユ型

情報の発信 
⑫情報伝達⼿段の多重化としてのコミュ

ニティ FM 放送の整備、防災ラジオの配
布 

⑬⽔位計やライブカメラの情報をリアル
タイムで提供 

⑰関東地方整備局と気象庁が共同で洪⽔
予報を発表し、自治体への伝達と報道機
関等を通じて住⺠への周知 

⑲市町村庁舎や災害拠点病院等の施設関
係者への情報伝達の充実 

⑳洪⽔時におけるホットライン 
 気象庁で提供する防災気象情報活⽤に

向けた普及・啓発 

ソフト対策 

防災教育の充実（重要・最優先） 

自主防災組織等の強化・充実
に係る取組（重要） 

関係機関の連携体制：①新たな関係機関参画の検討・推進 

 防災施設の機能や避難の必要性に関する情報の周知 
 ⽔防災に関する説明会の開催 
 教員を対象とした講習会の実施 
 小中学校等における⽔災害教育の実施 
 住⺠等による防災知識の普及活動の推進 
 防災教育の促進 
 共助の仕組みの強化 
 住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マップの作成促進 

自主防災組織等の
強化・充実に係る
取組（重要） 

⾚⽂字：緊急⾏動計画の改定による新たな取組（案） 
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